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測 す る た め 、 1 本 の Cu −0 鎖 か ら構 成 さ れ る 1 次 元 銅 酸 化 物

StzCuO3の 角度分解光電子分光を行っ た。
　光電 子分 光 測 定 の た め の 清 浄試 料 表面 は超 高 真空 中 （5．OxlOM
ll
　Torr）で 劈開する こ とで 得た。本物 質 は強い 絶 禄体 で あ るの で 、
SrCuQ2の測 定

13 ＞
の 場合 の よ うに、試料の 帯電効果 （Charge −up

effect） が懸 念 され たが 、励起光 量 を調整 す るこ．とで こ れ を克服 し

た。
　図 1 にフ ェ ル ミ準 位 （EF）近傍 の 角度分解光電子 ス ペ ク トル か

ら決 定 した 「エ ネ ル ギ
ー

バ ン ド」 を示す。測定 方向 はCu ．0 鎖 方向

で ある。濃 い部分 がバ ン ドに対応する 。 ブ リル ア ンゾ
ー

ン の 0か ら
π ／2で 2本の 分散す るバ ン ドが存 在 し 、 そ れ ぞれ、π ／2で 最低 結

合エ ネル ギ
ーO．85eV に 達す る。大 き く分 散す る パ ン ドは π ／2で 対

称的 に な っ て い るが 、小 さ く分 散す る パ ン ドは π ／2か らπ で 消滅

して い る の が 分か る。バ ン ド幅は そ れぞれ 、1eV と0．2−0．25eV と

見積もっ た 。

　これ らの 実 験結果 は U −〉 。。 1 次元バ バ ードモ デル
2）

お よ び t− J
モデル

3）
の 結果 と良 く一致する ことか ら、こ の 2本の バ ン ドは 「ス

ピン と電荷 の 分離」 の 結果生じた ，　 fス ピ ノン 」、　 「ホ ロ ン」 に帰

属で き る。
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図 1　 Cu−O 鎖方向の角度分解光電子 ス ペ

ク トルか ら決定した 「エ ネルギーパ ン ド亅

　Sr．Ca14−xCu24041 の角度分解光電子 分 光 ； ドーピ ン グ依存性
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 東 北大 院理，青 山学 院大理

＾

佐藤 宇史，横谷尚睦，高橋 隆，五 嶋潤 治
＾ 、藤野 裕

一  永 田員志  上原政智
A

，秋光純
A

　Sr・Cal ・−iCuuO ；1 は、二 本足 ラダ
ー

ととも に CuO ！チ ェ イ ンを含 む物 質 で あ る （図 1）。x＝Oで は、　 Cu の 平均価数が 2．25とな り．すで

に ホ
ールが F一プ され て い る に も関わ らず半導体 的な伝導 性 を示す。しか しSrを価 数の 同じft で 置換する こ と に よ り伝導性が増加 し．　 x

〜14で ．高 圧下 にお い て 超伝導体となる。この 超 伝導 の機 構 を解 明 するた め には、（1｝セル フ ドーブ されたホール が どこ に い る の か ？

（2）Ca 置換 の 役割 は 何か ？ （3＞こ の 超伝導 は、ラダL・・
とチ ェ イ ンの どち らでお こ るの か ？、を理解す るこ とが不可欠で ある。こ れ らの 問題を

研 究す るた め、Sr・Ca ：・一．Cu ： aO “の x を変化 させた単 結晶試 料 につ いて 高分解 能角度分 解光電予 分光を 行い 、フ ェ ル ミ準位近 傍 の電 予
状 態の 変化 を 調 べ た 。証料 は TSFZ 陵 を用 い て作 製 し、実 験は．東 北大学 にお い て 建設 された 高分解能角度分解光電子 分光装置 を用 い た。
（エ ネルギ

ー
分解 能50meV ，角度分解能 ± 1°．測 定温度 130K，励 起光 He　I（2L2eV）．測定 時の 真空度5× 10

『9Tort

）

　図2に ．実験 か ら得 た x＝O，6の 組成に お ける フ ェ ル ミ準位近傍の バ ン ド分 散を示 す。この図は、得 られた光電子 ス ペ ク トル の 二 階徽分を と
り ．そ の強度 を密 度プ ロ ッ トす る こ とに よ っ て 作成した。色の 濃 い 部分 がバ ン ドの 存在す る部分 に対応 して い る。尸 0の 試料 で は、フ ェ ル
ミ準 位付近 に 比較 的大 きな分散を 持つ バ ン ド、それ よ り高結合エ ネルギー

側 に ほ とん ど分散 の 無 い バ ン ドが 観測 され た （図2−a）．前者 の バ ン

ドはラダ
ーの 周期 性を持ち、ラ ダーの ブリルア ンゾー

ンの 中点 ka ± π i2，土3 π 12で最 小の 結合 エ ネルギ
ー

を とる。この こ とは．フ ェ ル ミ準
位 近傍 の電 子状態 が ラ ダーに起因する こ とを示す とと もに．モ ッ トバ バ ー

ドギ ャ ッ プが開 い てい るこ とを示峻 して い る。この 結果 は、ラ ダ
・

上の Cu の 価数が 元来2価で あ り、セル フ ド
ーブされた ホ

ー
ル はチ ェ イ ンに存在 する こ とを示唆 する．また．　n6 の 試料 で は、　Ca置襖 量を 堪

す に連れて 、ラ ダー起源の バ ン ドが フェ ル ミ準 位 に近 づ く事 がわ か る（図2−b）。
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図 2　実験か ら郷られた Sr ．CiH −iCtt40，t（x−O，6）のパ 冫 ド分敏 （図 中の黒 い厚分 ）

　 チェ インとラダーの ブ1
∫ルア ンゾーンの履翔硬 0，； za．躍 ．．．｝壱磁纏 で示 した．
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